
必修 講義
3309A-1
3309B-1

西洋美術史概説

必修 講義
3321A-1
3321B-1

日本美術史概説

必修 講義
3333A-1
3333B-1

東洋美術史概説

選択 実技 3A57A-1 美術学科オープン実技A（油彩画）

選択 実技 3A60A-1 美術学科オープン実技A（グループワーク）

選択 実技 3A63A-1 美術学科オープン実技A（リトグラフ）

選択 実技 3A66A-1 美術学科オープン実技A（日本画）

選択 実技 3A69A-1 美術学科オープン実技A（彫塑）

選択 実技 3A72A-1 美術学科オープン実技A（立体）

選択 演習 3A75A-1 美術学科オープン演習A（素描（基礎）1）

選択 演習 3A78A-1 美術学科オープン演習A（素描（基礎）2）

選択 演習 3A81A-1 美術学科オープン演習A（プリント）

選択 演習 3A84A-1 美術学科オープン演習A（日本画）

選択 演習 3A87A-1 美術学科オープン演習A（繊維）

選択 演習 3A90A-1 美術学科オープン演習A（CGA）

選択 演習 3A93A-1 美術学科オープン演習A（編集・デザイン）

選択 演習 3A96A-1 美術学科オープン演習A（メディア）

選択 演習 3A99A-1 美術学科オープン演習A（英語でつくる1）

選択 講義 3AACA-1 絵画素材論A

選択 講義 3ACBA-1 絵画素材論B

必修 講義 3Ｆ06A-1 芸術文化基礎ⅠA

必修 講義 3Ｆ09A-1 芸術文化基礎ⅠB

必修 講義 3Ｆ12A-1 多文化理解基礎Ⅰ

必修 演習 3Ｆ15A-1 グローバルコミュニケーションⅠ

必修 講義 3Ｆ18A-1 海外芸術研修ⅠA

必修 演習 3Ｆ21A-1 海外芸術研修ⅠB

必修 講義 3Ｆ24A-1 日本文化研修A

選択必修 講義 3Ｈ48A-1_4 デザイン・工芸論A

選択必修 講義 3Ｈ51A-1_4 デザイン・工芸論B

必修 講義 2 3A03A-2 美術で生きる

選択必修 演習 3A06A-2_4 アートプラクティスⅠ

選択必修 演習 3A09A-2_4 アートプラクティスⅡ

選択必修 講義 3A12A-2_4 アート・アクティヴィティ

選択必修 講義 3A15A-2_4 色彩文化概論

選択必修 講義 3A18A-2_4 配色調和論

選択必修 講義 3A21A-2_4 視覚心理学

選択必修 講義 3A24A-2_4 カラーキャリアⅠ

選択必修 講義 3A27A-2_4 カラーキャリアⅡ

選択必修 講義 3A30A-2_4 文化資源学

選択必修 講義 3A33A-2_4 ヴィジュアルスタディーズA

選択必修 講義 3A36A-2_4 ヴィジュアルスタディーズB

選択必修 講義 3A39A-2_4 デザイン批評A

選択必修 講義 3A42A-2_4 デザイン批評B

選択必修 講義 3A45A-2_4 芸術人類学

選択必修 講義 3A48A-2_4 芸術民俗学

選択必修 講義 3A51A-2_4 芸術政策と法

選択必修 講義 3A54A-2_4 創作活動と法 ◎ 〇 〇

◎ 〇 〇

◎ 〇 〇

◎ 〇 〇

◎ 〇 〇

◎ 〇 〇

◎ 〇 〇

◎ 〇 〇

◎ 〇 〇

◎ 〇 〇

◎ 〇 〇

◎ 〇 〇

◎ 〇 〇

◎ 〇 〇

◎ ◎ ◎

2～4

◎ ◎ ◎

◎

◎ ◎ ◎

◎ 〇 〇

◎ 〇 〇

◎ ◎

◎ ◎

◎ ◎

◎ ◎

◎ 〇 ◎

◎ ◎

◎ ◎

◎ 〇 ◎

◎ 〇 ◎

◎ ◎

◎ ◎

◎ ◎

◎ ◎

〇 ◎

1

〇 ◎

◎ ◎

〇 ◎

◎ ◎

自らの創作や考えを伝
えるコミュニケーション・
スキルやプレゼンテー
ション能力を身に付け
たか。
「技能・表現」

美術学科のディプロマポリシー

美術全般の素材や表
現技能、文化や伝統、
歴史に関する知識を身
に付け理解し、自身の
制作や研究を深めると
ともに、美術の教育や
普及、社会に貢献でき
る力を身に付けてい
る。

作品や論文制作におけ
る課題やテーマを探求
し、制作、研究を通して
生涯にわたって成長し
ていける能力と態度を
身に付けている。
美術活動全体を認識
し、自らの専門だけで
なく周辺領域の技術と
理論を積極的に学び制
作や研究に活かす態
度と能力を身に付けて
いる。

理論研究による知識を
自己の表現と結びつけ
られる論理性や洞察力
をもとに自分の目指す
表現方法を確立する能
力を身に付けている。
国際的な視点、社会問
題や時代変化に関心を
持ち、様々な問題に対
して美術の知識や技能
を活かして解決に取り
組む姿勢と論理的に解
決策を構想し、発信す
る能力を身に付けてい
る。

自身の発想を独自性のある表現の域にまで高
めて作品制作、研究を行うことができる技術、表
現力を身に付けている。
美術活動全体を認識し、自らの専門だけでなく
周辺領域の技術と理論を積極的に学び制作や
研究に活かす態度と能力を身に付けている。

【知識・理解】
（教養力・専門性）

【関心・意欲・態度】
（主体性・積極性）

建学の精神 「芸術による女性の自立」「女性の社会的地位の向上」「専門の技術家・美術教師の養成」

芸術学部の教育目標
芸術との感動的出会いを積み重ね、創造の喜びを培い、社会の流れを先取りする芸術的感性と、広い視野、
柔軟な思考力、確かな技術を持ち、時代を超えた美を追求する、個性豊かな人材や専門家の育成を教育目標
とする。

美術学科国際芸術文化専攻
教育目標・人材の養成に関する目的

国際芸術文化専攻では国内外の文化理解授業、文献研究、実験や研修などの体験を通して、芸術と人間・社
会とのかかわりを理論的に研究し、またディスカッション等の方法論も学び、多様性社会において芸術を通して
人間・社会に広く貢献できる人材、国際的教養人の育成を教育目標とする。

学科専門科目
（学科共通科目／専攻・領域専門科目）

芸術学部のディプロマポリシー

科目
区分

年次

科目
ナンバリング
（2025年4月よ

り運用）

授業科目名

芸術をはじめ、広く、人
文、社会、自然科学に
関する知識を習得する
ことができたか。
「知識・理解」

課題やテーマに対して
主体的、計画的に取り
組む姿勢、生涯を通じ
て学び、創作や研究に
取り組む素養を身に付
けたか。
「関心・意欲・態度」

課題やテーマに対し
て、的確な情報収集や
分析、論理的思考がで
きたか。
「思考・判断」

芸術分野において必要
とされる技術、表現力
を身に付けることがで
きたか。
「技能・表現」

【思考・判断】
（論理性・想像力・洞察
力・社会性・発信力）

【技能・表現】
（創造力・独創性・対話力）

学科共通

専攻・領域専門

1

◎ 〇 〇

◎ 〇 〇

〇 ◎ ◎

◎ 〇

◎ 〇 〇

〇 ◎ ◎

〇 ◎ ◎

〇

1～4
◎ 〇 〇

◎ 〇 〇

学科共通

3



自らの創作や考えを伝
えるコミュニケーション・
スキルやプレゼンテー
ション能力を身に付け
たか。
「技能・表現」

美術学科のディプロマポリシー

美術全般の素材や表
現技能、文化や伝統、
歴史に関する知識を身
に付け理解し、自身の
制作や研究を深めると
ともに、美術の教育や
普及、社会に貢献でき
る力を身に付けてい
る。

作品や論文制作におけ
る課題やテーマを探求
し、制作、研究を通して
生涯にわたって成長し
ていける能力と態度を
身に付けている。
美術活動全体を認識
し、自らの専門だけで
なく周辺領域の技術と
理論を積極的に学び制
作や研究に活かす態
度と能力を身に付けて
いる。

理論研究による知識を
自己の表現と結びつけ
られる論理性や洞察力
をもとに自分の目指す
表現方法を確立する能
力を身に付けている。
国際的な視点、社会問
題や時代変化に関心を
持ち、様々な問題に対
して美術の知識や技能
を活かして解決に取り
組む姿勢と論理的に解
決策を構想し、発信す
る能力を身に付けてい
る。

自身の発想を独自性のある表現の域にまで高
めて作品制作、研究を行うことができる技術、表
現力を身に付けている。
美術活動全体を認識し、自らの専門だけでなく
周辺領域の技術と理論を積極的に学び制作や
研究に活かす態度と能力を身に付けている。

【知識・理解】
（教養力・専門性）

【関心・意欲・態度】
（主体性・積極性）

建学の精神 「芸術による女性の自立」「女性の社会的地位の向上」「専門の技術家・美術教師の養成」

芸術学部の教育目標
芸術との感動的出会いを積み重ね、創造の喜びを培い、社会の流れを先取りする芸術的感性と、広い視野、
柔軟な思考力、確かな技術を持ち、時代を超えた美を追求する、個性豊かな人材や専門家の育成を教育目標
とする。

美術学科国際芸術文化専攻
教育目標・人材の養成に関する目的

国際芸術文化専攻では国内外の文化理解授業、文献研究、実験や研修などの体験を通して、芸術と人間・社
会とのかかわりを理論的に研究し、またディスカッション等の方法論も学び、多様性社会において芸術を通して
人間・社会に広く貢献できる人材、国際的教養人の育成を教育目標とする。

学科専門科目
（学科共通科目／専攻・領域専門科目）

芸術学部のディプロマポリシー

科目
区分

年次

科目
ナンバリング
（2025年4月よ

り運用）

授業科目名

芸術をはじめ、広く、人
文、社会、自然科学に
関する知識を習得する
ことができたか。
「知識・理解」

課題やテーマに対して
主体的、計画的に取り
組む姿勢、生涯を通じ
て学び、創作や研究に
取り組む素養を身に付
けたか。
「関心・意欲・態度」

課題やテーマに対し
て、的確な情報収集や
分析、論理的思考がで
きたか。
「思考・判断」

芸術分野において必要
とされる技術、表現力
を身に付けることがで
きたか。
「技能・表現」

【思考・判断】
（論理性・想像力・洞察
力・社会性・発信力）

【技能・表現】
（創造力・独創性・対話力）

選択 実技 3AAFA-2 美術学科オープン実技B（油彩画）　

選択 実技 3AAIA-2 美術学科オープン実技B（古典技法）

選択 実技 3AALA-2 美術学科オープン実技B（インスタレーション）

選択 実技 3AAOA-2 美術学科オープン実技B（銅版画）

選択 実技 3AARA-2 美術学科オープン実技B（日本画）

選択 実技 3AAUA-2 美術学科オープン実技B（彫塑）

選択 演習 3AAXA-2 美術学科オープン演習B（素描）

選択 演習 3ABAA-2 美術学科オープン演習B（パネル制作）

選択 演習 3ABDA-2 美術学科オープン演習B（紙）

選択 演習 3ABGA-2 美術学科オープン演習B（日本画）

選択 演習 3ABJA-2 美術学科オープン演習B（編集・ﾃﾞｻﾞｲﾝ）

選択 演習 3ABMA-2 美術学科オープン演習B（ﾒﾃﾞｨｱ）

選択 演習 3ABPA-2 美術学科オープン演習B（ＣＧB）

選択 演習 3ABSA-2 美術学科オープン演習B（製本）

選択 演習 3ABVA-2 美術学科オープン演習B（絵画材料）

選択 演習 3ABYA-2 美術学科オープン演習B（英語でつくる２）

選択 演習

3ACEA-2_4
3ACHA-2_4
3ACKA-2_4
3ACNA-2_4
3ACQA-2_4
3ACTA-2_4
3ACWA-2_4

芸術文化オープンゼミⅠ

選択 演習 3ACZA-2 ﾐｭｰｼﾞｱﾑｴﾃﾞｭｹｰｼｮﾝ演習

選択 演習 3ADCA-2 美術教育オープンゼミA

選択 実技 3ADFA-2 教職絵画

選択 実技 3ADIA-2 教職彫塑

必修 講義 3Ｆ27A-2 芸術文化基礎ⅡA

必修 講義 3Ｆ30A-2 芸術文化基礎ⅡB

必修 講義 3Ｆ33A-2 多文化理解基礎Ⅱ

必修 演習 3Ｆ36A-2 グローバルコミュニケーションⅡ

必修 講義 3Ｆ39A-2 海外芸術研修ⅡA

必修 演習 3Ｆ42A-2 海外芸術研修ⅡB

必修 講義 3Ｆ45A-2 日本文化研修B

必修 演習 3Ｆ48A-2 芸術文化ゼミⅠ

選択必修 講義 3366A-2_4 印刷概論

選択必修 講義 3ＨCEA-2_4 工芸史A（染織）

選択必修 講義 3ＨCHA-2_4 工芸史B（陶ガラス）

選択 演習

3ADLA-3_4
3ADOA-3_4
3ADRA-3_4
3ADUA-3_4
3ADXA-3_4
3AEAA-3_4
3AEDA-3_4

芸術文化オープンゼミⅡ

選択 講義 3AEGA-3_4 美術教育論A

選択 講義 3AEJA-3_4 美術教育論B

選択 講義 3AEMA-3_4 アート修復基礎論

選択 演習 3AEPA-3 美術教育オープンゼミB

選択 実技 3AEVA-3 教職工芸

選択 実技 3AESA-3 教職デザイン

◎ 〇 〇

専攻・領域専門

2

◎ 〇 〇

◎

〇 〇 ◎

◎ 〇 〇

◎ 〇 〇3

〇 ◎ 〇

3～4

◎ ◎ ◎

◎ 〇 〇

◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

〇 〇

◎ 〇 〇

◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎

◎ ◎

◎ ◎

◎ ◎

◎ ◎

◎ ◎

◎ ◎

◎ ◎

◎ ◎

◎ 〇 ◎

◎ ◎

◎ ◎

◎ ◎

◎ ◎

2

◎ ◎

◎ ◎

2

〇 ◎ 〇

◎

◎ 〇 〇

〇 〇

〇 ◎ ◎

〇 ◎ ◎

〇 ◎ ◎

〇

◎ ◎ ◎

学科共通

2～4

2～4

学科共通

◎ 〇

3



自らの創作や考えを伝
えるコミュニケーション・
スキルやプレゼンテー
ション能力を身に付け
たか。
「技能・表現」

美術学科のディプロマポリシー

美術全般の素材や表
現技能、文化や伝統、
歴史に関する知識を身
に付け理解し、自身の
制作や研究を深めると
ともに、美術の教育や
普及、社会に貢献でき
る力を身に付けてい
る。

作品や論文制作におけ
る課題やテーマを探求
し、制作、研究を通して
生涯にわたって成長し
ていける能力と態度を
身に付けている。
美術活動全体を認識
し、自らの専門だけで
なく周辺領域の技術と
理論を積極的に学び制
作や研究に活かす態
度と能力を身に付けて
いる。

理論研究による知識を
自己の表現と結びつけ
られる論理性や洞察力
をもとに自分の目指す
表現方法を確立する能
力を身に付けている。
国際的な視点、社会問
題や時代変化に関心を
持ち、様々な問題に対
して美術の知識や技能
を活かして解決に取り
組む姿勢と論理的に解
決策を構想し、発信す
る能力を身に付けてい
る。

自身の発想を独自性のある表現の域にまで高
めて作品制作、研究を行うことができる技術、表
現力を身に付けている。
美術活動全体を認識し、自らの専門だけでなく
周辺領域の技術と理論を積極的に学び制作や
研究に活かす態度と能力を身に付けている。

【知識・理解】
（教養力・専門性）

【関心・意欲・態度】
（主体性・積極性）

建学の精神 「芸術による女性の自立」「女性の社会的地位の向上」「専門の技術家・美術教師の養成」

芸術学部の教育目標
芸術との感動的出会いを積み重ね、創造の喜びを培い、社会の流れを先取りする芸術的感性と、広い視野、
柔軟な思考力、確かな技術を持ち、時代を超えた美を追求する、個性豊かな人材や専門家の育成を教育目標
とする。

美術学科国際芸術文化専攻
教育目標・人材の養成に関する目的

国際芸術文化専攻では国内外の文化理解授業、文献研究、実験や研修などの体験を通して、芸術と人間・社
会とのかかわりを理論的に研究し、またディスカッション等の方法論も学び、多様性社会において芸術を通して
人間・社会に広く貢献できる人材、国際的教養人の育成を教育目標とする。

学科専門科目
（学科共通科目／専攻・領域専門科目）

芸術学部のディプロマポリシー

科目
区分

年次

科目
ナンバリング
（2025年4月よ

り運用）

授業科目名

芸術をはじめ、広く、人
文、社会、自然科学に
関する知識を習得する
ことができたか。
「知識・理解」

課題やテーマに対して
主体的、計画的に取り
組む姿勢、生涯を通じ
て学び、創作や研究に
取り組む素養を身に付
けたか。
「関心・意欲・態度」

課題やテーマに対し
て、的確な情報収集や
分析、論理的思考がで
きたか。
「思考・判断」

芸術分野において必要
とされる技術、表現力
を身に付けることがで
きたか。
「技能・表現」

【思考・判断】
（論理性・想像力・洞察
力・社会性・発信力）

【技能・表現】
（創造力・独創性・対話力）

必修 演習 3Ｆ69A-3 グローバルコミュニケーションⅢ

必修 演習 3Ｆ72A-3 多文化理解演習

選択必修 演習 3Ｆ75A-3 芸術文化ゼミⅡ（西洋美術史）

選択必修 演習 3ＦACA-3 芸術文化ゼミⅡ（日本美術史）

選択必修 演習 3Ｆ81A-3 芸術文化ゼミⅡ（色彩学）

選択必修 演習 3Ｆ84A-3 芸術文化ゼミⅡ（芸術表象）

選択必修 演習 -3 芸術文化ゼミⅡ（芸術人類学）

選択必修 演習 3ＦAOA-3 芸術文化ゼミⅡ（芸術と法）

選択必修 演習 3F93A-3 芸術文化ゼミⅡ（アートと表現）

選択 演習 4

3AEYA-4
3AFBA-4
3AFEA-4
3AFHA-4
3AFKA-4
3AFNA-4
3AFQA-4

芸術文化オープンゼミⅢ

必修 演習 3F96A-4 グローバルコミュニケーションⅣ

必修 演習 3ＦAUA-4 卒業研究

選択必修 演習 3F99A-4 芸術文化ゼミⅢ（西洋美術史）

選択必修 演習 3FACA-4 芸術文化ゼミⅢ（日本美術史）

選択必修 演習 3FAFA-4 芸術文化ゼミⅢ（色彩学）

選択必修 演習 3FAIA-4 芸術文化ゼミⅢ（芸術表象）

選択必修 演習 3FALA-4 芸術文化ゼミⅢ（芸術人類学）

選択必修 演習 3FAOA-4 芸術文化ゼミⅢ（芸術と法）

選択必修 演習 3FARA-4 芸術文化ゼミⅢ（アートと表現）

〇 ◎ ◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎4

◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

専攻・領域専門

◎ ◎ ◎

◎ 〇 〇

◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

学科共通

専攻・領域専門 3

〇 ◎ ◎
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